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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年7月12日(2018.7.12)

【公表番号】特表2017-539174(P2017-539174A)
【公表日】平成29年12月28日(2017.12.28)
【年通号数】公開・登録公報2017-050
【出願番号】特願2017-532854(P2017-532854)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  36/30     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  36/36     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  84/12     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   36/30     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   36/36     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   84/12     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年5月30日(2018.5.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイル局のアソシエーションを第１のアクセスポイント（ＡＰ）から第２のＡＰに選
択的に切り替えるための方法であって、前記方法は、前記モバイル局（ＳＴＡ）によって
行われ、
　前記第１のＡＰについてのいくつかの第１の受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）値
を決定することと、
　前記第２のＡＰについてのいくつかの第２のＲＳＳＩ値を決定することと、
　前記第１のＲＳＳＩ値のインジケーションと前記第２のＲＳＳＩ値のインジケーション
を比較することと、
　前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションが、差分値よりも大きい値ぶんだけ、前
記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションよりも大きい場合、前記第１のＡＰからディ
スアソシエートし、前記第２のＡＰにアソシエートすることと、
　前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションが、前記差分値よりも大きい値ぶんだけ
、前記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションよりも大きくはない場合、前記第１のＡ
Ｐとの前記アソシエーションを維持することと、および、
　　　前記第１のＲＳＳＩ値が時間にわたり増加していることを前記第１のＲＳＳＩ値の
移動平均が示す場合、前記差分値を増加させることと、
　　　前記第１のＲＳＳＩ値が時間にわたり減少していることを前記第１のＲＳＳＩ値の
前記移動平均が示す場合、前記差分値を減少させることと、
　　　前記ＳＴＡが、所定の時間期間よりも長い間、前記第１のＡＰにアソシエートされ
ている場合、前記差分値を増加させることと、
　　　前記ＳＴＡが、前記所定の時間期間よりも長い間、前記第１のＡＰにアソシエート
されていない場合、前記差分値を減少させることと
　によって、前記いくつかの第１のＲＳＳＩ値に少なくとも部分的に基づいて、前記差分
値を動的に調整することと
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　を備える、
　方法。
【請求項２】
　前記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションは、前記第１のＲＳＳＩ値の平均値を備
え、前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションは、前記第２のＲＳＳＩ値の平均値を
備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記差分値は、第１のモードまたは第２のモードのユーザ選択に少なくとも部分的に基
づく、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ユーザ選択が前記第１のモードである場合、前記ＳＴＡが前記第１のＡＰからディ
スアソシエートし、前記第２のＡＰにアソシエートする可能性を減少させるために、前記
差分値を増加させる、および、
　前記ユーザ選択が前記第２のモードである場合、前記ＳＴＡが前記第１のＡＰからディ
スアソシエートし、前記第２のＡＰにアソシエートする前記可能性を増加させるために、
前記差分値を減少させる、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　第１のアクセスポイント（ＡＰ）から第２のＡＰにそれのアソシエーションを選択的に
切り替えるモバイル局（ＳＴＡ）であって、前記ＳＴＡは、
　前記第１のＡＰについてのいくつかの第１の受信信号インジケータ（ＲＳＳＩ）値を決
定するための手段と、
　前記第２のＡＰについてのいくつかの第２のＲＳＳＩ値を決定するための手段と、
　前記第１のＲＳＳＩ値のインジケーションと前記第２のＲＳＳＩ値のインジケーション
を比較するための手段と、
　前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションが、差分値よりも大きい値ぶんだけ、前
記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションよりも大きい場合、前記第１のＡＰからディ
スアソシエートし、前記第２のＡＰにアソシエートするための手段と、
　前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションが、前記差分値よりも大きい値ぶんだけ
、前記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションよりも大きくはない場合、前記第１のＡ
Ｐとの前記アソシエーションを維持するための手段と、
　前記いくつかの第１のＲＳＳＩ値に少なくとも部分的に基づいて、前記差分値を動的に
調整するための手段と、
　を備え、動的に調整するための手段は、
　　前記第１のＲＳＳＩ値が時間にわたり増加していることを前記第１のＲＳＳＩ値の移
動平均が示す場合、前記差分値を増加させることと、
　　前記第１のＲＳＳＩ値が時間にわたり減少していることを前記第１のＲＳＳＩ値の前
記移動平均が示す場合、前記差分値を減少させることと、
　　前記ＳＴＡが、所定の時間期間よりも長い間、前記第１のＡＰにアソシエートされて
いる場合、前記差分値を増加させることと、
　　前記ＳＴＡが、前記所定の時間期間よりも長い間、前記第１のＡＰにアソシエートさ
れていない場合、前記差分値を減少させることと
　を行うためのものである、
　モバイル局。
【請求項６】
　前記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションは、前記第１のＲＳＳＩ値の平均値を備
え、前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションは、前記第２のＲＳＳＩ値の平均値を
備える、請求項５に記載のモバイル局。
【請求項７】
　前記差分値は、第１のモードまたは第２のモードのユーザ選択に少なくとも部分的に基
づく、請求項５に記載のモバイル局。
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【請求項８】
　前記ユーザ選択が前記第１のモードである場合、前記ＳＴＡが前記第１のＡＰからディ
スアソシエートし、前記第２のＡＰにアソシエートする可能性を減少させるために、前記
差分値を増加させるための手段と、
　前記ユーザ選択が前記第２のモードである場合、前記ＳＴＡが前記第１のＡＰからディ
スアソシエートし、前記第２のＡＰにアソシエートする前記可能性を増加させるために、
前記差分値を減少させるための手段と
　をさらに備える、請求項７に記載のモバイル局。
【請求項９】
　第１のアクセスポイント（ＡＰ）から第２のＡＰにそれのアソシエーションを選択的に
切り替えるモバイル局（ＳＴＡ）であって、前記ＳＴＡは、
　プロセッサと、
　前記プロセッサによって実行されるときに、前記ＳＴＡに、
　　　前記第１のＡＰについてのいくつかの第１の受信信号インジケータ（ＲＳＳＩ）値
を決定することと、
　　　前記第２のＡＰについてのいくつかの第２のＲＳＳＩ値を決定することと、
　　　前記第１のＲＳＳＩ値のインジケーションと前記第２のＲＳＳＩ値のインジケーシ
ョンを比較することと、
　　　前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションが、差分値よりも大きい値ぶんだけ
、前記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションよりも大きい場合、前記第１のＡＰから
ディスアソシエートし、前記第２のＡＰにアソシエートすることと、
　　　前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションが、前記差分値よりも大きい値ぶん
だけ、前記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションよりも大きくはない場合、前記第１
のＡＰとの前記アソシエーションを維持することと、
　　　前記いくつかの第１のＲＳＳＩ値に少なくとも部分的に基づいて、前記差分値を動
的に調整することと、
　を備える動作を行わせる命令を記憶するメモリと、
　を備え、ここにおいて、前記差分値を動的に調整するための前記命令の実行は、前記Ｓ
ＴＡに、
　　　前記第１のＲＳＳＩ値が時間にわたり増加していることを前記第１のＲＳＳＩ値の
移動平均が示す場合、前記差分値を増加させることと、
　　　前記第１のＲＳＳＩ値が時間にわたり減少していることを前記第１のＲＳＳＩ値の
前記移動平均が示す場合、前記差分値を減少させることと、
　　　前記ＳＴＡが、所定の時間期間よりも長い間、前記第１のＡＰにアソシエートされ
ている場合、前記差分値を増加させることと、
　　　前記ＳＴＡが、前記所定の時間期間よりも長い間、前記第１のＡＰにアソシエート
されていない場合、前記差分値を減少させることと
　をさらに備える動作を行わせる、
　モバイル局。
【請求項１０】
　前記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションは、前記第１のＲＳＳＩ値の平均値を備
え、前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションは、前記第２のＲＳＳＩ値の平均値を
備える、請求項９に記載のモバイル局。
【請求項１１】
　前記差分値は、第１のモードまたは第２のモードのユーザ選択に少なくとも部分的に基
づく、請求項９に記載のモバイル局。
【請求項１２】
　前記命令の実行は、前記ＳＴＡに、
　前記ユーザ選択が前記第１のモードである場合、前記ＳＴＡが前記第１のＡＰからディ
スアソシエートし、前記第２のＡＰにアソシエートする可能性を減少させるために、前記
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差分値を増加させることと、
　前記ユーザ選択が前記第２のモードである場合、前記ＳＴＡが前記第１のＡＰからディ
スアソシエートし、前記第２のＡＰにアソシエートする前記可能性を増加させるために、
前記差分値を減少させることと
　をさらに備える動作を行わせる、請求項１１に記載のモバイル局。
【請求項１３】
　命令を含む１つまたは複数のプログラムを記憶する非一時的コンピュータ可読記憶媒体
であって、前記命令は、モバイル局（ＳＴＡ）の１つまたは複数のプロセッサによって実
行されるときに、第１のアクセスポイント（ＡＰ）から第２のＡＰにそれのアソシエーシ
ョンを選択的に切り替えることを、前記ＳＴＡに、
　前記第１のＡＰについてのいくつかの第１の受信信号インジケータ（ＲＳＳＩ）値を決
定することと、
　前記第２のＡＰについてのいくつかの第２のＲＳＳＩ値を決定することと、
　前記第１のＲＳＳＩ値のインジケーションと前記第２のＲＳＳＩ値のインジケーション
を比較することと、
　前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションが、差分値よりも大きい値ぶんだけ、前
記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションよりも大きい場合、前記第１のＡＰからディ
スアソシエートし、前記第２のＡＰにアソシエートすることと、
　前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションが、前記差分値よりも大きい値ぶんだけ
、前記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションよりも大きくはない場合、前記第１のＡ
Ｐとの前記アソシエーションを維持することと、および、
　　　前記第１のＲＳＳＩ値が時間にわたり増加していることを前記第１のＲＳＳＩ値の
移動平均が示す場合、前記差分値を増加させることと、
　　　前記第１のＲＳＳＩ値が時間にわたり減少していることを前記第１のＲＳＳＩ値の
前記移動平均が示す場合、前記差分値を減少させることと、
　　　前記ＳＴＡが、所定の時間期間よりも長い間、前記第１のＡＰにアソシエートされ
ている場合、前記差分値を増加させることと、
　　　前記ＳＴＡが、前記所定の時間期間よりも長い間、前記第１のＡＰにアソシエート
されていない場合、前記差分値を減少させることと
　によって、前記いくつかの第１のＲＳＳＩ値に少なくとも部分的に基づいて、前記差分
値を動的に調整することと
　を備える動作を実行することによって行わせる、
　非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１４】
　前記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションは、前記第１のＲＳＳＩ値の平均値を備
え、前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションは、前記第２のＲＳＳＩ値の平均値を
備える、請求項１３に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１５】
　前記差分値は、第１のモードまたは第２のモードのユーザ選択に少なくとも部分的に基
づく、請求項１３に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１６】
　前記命令の実行は、前記ＳＴＡに、
　前記ユーザ選択が前記第１のモードである場合、前記ＳＴＡが前記第１のＡＰからディ
スアソシエートし、前記第２のＡＰにアソシエートする可能性を減少させるために、前記
差分値を増加させることと、
　前記ユーザ選択が前記第２のモードである場合、前記ＳＴＡが前記第１のＡＰからディ
スアソシエートし、前記第２のＡＰにアソシエートする前記可能性を増加させるために、
前記差分値を減少させることと
　をさらに備える動作を行わせる、請求項１５に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒
体。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　[0063]　前述の明細書では、複数の実施形態がその特定の実施形態の例に関して説明さ
れている。しかしながら、添付の請求項に記載の開示のより広い範囲から逸脱することな
く、それらに対する様々な修正および変更がなされ得ることは明らかだろう。従って、本
明細書および図面は、限定的な意味ではなく、むしろ例示的な意味において考慮されるべ
きである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　モバイル局のアソシエーションを第１のアクセスポイント（ＡＰ）から第２のＡＰに選
択的に切り替えるための方法であって、前記方法は、前記モバイル局（ＳＴＡ）によって
行われ、
　前記第１のＡＰについてのいくつかの第１の受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）値
を決定することと、
　前記第２のＡＰについてのいくつかの第２のＲＳＳＩ値を決定することと、
　前記第１のＲＳＳＩ値のインジケーションと前記第２のＲＳＳＩ値のインジケーション
を比較することと、
　前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションが、差分値よりも大きい値ぶんだけ、前
記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションよりも大きい場合、前記第１のＡＰからディ
スアソシエートし、前記第２のＡＰにアソシエートすることと、
　前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションが、前記差分値よりも大きい値ぶんだけ
、前記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションよりも大きくはない場合、前記第１のＡ
Ｐとの前記アソシエーションを維持することと、および、
　　　前記第１のＲＳＳＩ値が時間にわたり増加していることを前記第１のＲＳＳＩ値の
移動平均が示す場合、前記差分値を増加させることと、
　　　前記第１のＲＳＳＩ値が時間にわたり減少していることを前記第１のＲＳＳＩ値の
前記移動平均が示す場合、前記差分値を減少させることと
　によって、前記いくつかの第１のＲＳＳＩ値に少なくとも部分的に基づいて、前記差分
値を動的に調整することと
　を備える、
　方法。
［Ｃ２］
　前記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションは、前記第１のＲＳＳＩ値の平均値を備
え、前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションは、前記第２のＲＳＳＩ値の平均値を
備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記差分値を動的に調整することは、
　前記ＳＴＡが、所定の時間期間よりも長い間、前記第１のＡＰにアソシエートされてい
る場合、前記差分値を増加させることと、
　前記ＳＴＡが、前記所定の時間期間よりも長い間、前記第１のＡＰにアソシエートされ
ていない場合、前記差分値を減少させることと
　をさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記差分値は、第１のモードまたは第２のモードのユーザ選択に少なくとも部分的に基
づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
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　前記ユーザ選択が前記第１のモードである場合、前記差分値を比較的高い値に設定する
、および、
　前記ユーザ選択が前記第２のモードである場合、前記差分値を比較的低い値に設定する
、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　第１のアクセスポイント（ＡＰ）から第２のＡＰにそれのアソシエーションを選択的に
切り替えるモバイル局（ＳＴＡ）であって、前記ＳＴＡは、
　前記第１のＡＰについてのいくつかの第１の受信信号インジケータ（ＲＳＳＩ）値を決
定するための手段と、
　前記第２のＡＰについてのいくつかの第２のＲＳＳＩ値を決定するための手段と、
　前記第１のＲＳＳＩ値のインジケーションと前記第２のＲＳＳＩ値のインジケーション
を比較するための手段と、
　前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションが、差分値よりも大きい値ぶんだけ、前
記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションよりも大きい場合、前記第１のＡＰからディ
スアソシエートし、前記第２のＡＰにアソシエートするための手段と、
　前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションが、前記差分値よりも大きい値ぶんだけ
、前記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションよりも大きくはない場合、前記第１のＡ
Ｐとの前記アソシエーションを維持するための手段と、
　前記いくつかの第１のＲＳＳＩ値に少なくとも部分的に基づいて、前記差分値を動的に
調整するための手段と、
　を備え、動的に調整するための手段は、
　　前記第１のＲＳＳＩ値が時間にわたり増加していることを前記第１のＲＳＳＩ値の移
動平均が示す場合、前記差分値を増加させることと、
　　前記第１のＲＳＳＩ値が時間にわたり減少していることを前記第１のＲＳＳＩ値の前
記移動平均が示す場合、前記差分値を減少させることと
　を行うためのものである、
　モバイル局。
［Ｃ７］
　前記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションは、前記第１のＲＳＳＩ値の平均値を備
え、前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションは、前記第２のＲＳＳＩ値の平均値を
備える、Ｃ６に記載のモバイル局。
［Ｃ８］
　前記差分値を動的に調整するための前記手段は、さらに、
　前記ＳＴＡが、所定の時間期間よりも長い間、前記第１のＡＰにアソシエートされてい
る場合、前記差分値を増加させることと、
　前記ＳＴＡが、前記所定の時間期間よりも長い間、前記第１のＡＰにアソシエートされ
ていない場合、前記差分値を減少させることと
　を行うためのものである、Ｃ６に記載のモバイル局。
［Ｃ９］
　前記差分値は、第１のモードまたは第２のモードのユーザ選択に少なくとも部分的に基
づく、Ｃ６に記載のモバイル局。
［Ｃ１０］
　前記ユーザ選択が前記第１のモードである場合、前記差分値を比較的高い値に設定する
ための手段と、
　前記ユーザ選択が前記第２のモードである場合、前記差分値を比較的低い値に設定する
ための手段と
　をさらに備える、Ｃ９に記載のモバイル局。
［Ｃ１１］
　第１のアクセスポイント（ＡＰ）から第２のＡＰにそれのアソシエーションを選択的に
切り替えるモバイル局（ＳＴＡ）であって、前記ＳＴＡは、
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　プロセッサと、
　前記プロセッサによって実行されるときに、前記ＳＴＡに、
　　　前記第１のＡＰについてのいくつかの第１の受信信号インジケータ（ＲＳＳＩ）値
を決定することと、
　　　前記第２のＡＰについてのいくつかの第２のＲＳＳＩ値を決定することと、
　　　前記第１のＲＳＳＩ値のインジケーションと前記第２のＲＳＳＩ値のインジケーシ
ョンを比較することと、
　　　前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションが、差分値よりも大きい値ぶんだけ
、前記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションよりも大きい場合、前記第１のＡＰから
ディスアソシエートし、前記第２のＡＰにアソシエートすることと、
　　　前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションが、前記差分値よりも大きい値ぶん
だけ、前記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションよりも大きくはない場合、前記第１
のＡＰとの前記アソシエーションを維持することと、
　　　前記いくつかの第１のＲＳＳＩ値に少なくとも部分的に基づいて、前記差分値を動
的に調整することと、
　を備える動作を行わせる命令を記憶するメモリと、
　を備え、ここにおいて、前記差分値を動的に調整するための前記命令の実行は、前記Ｓ
ＴＡに、
　　　前記第１のＲＳＳＩ値が時間にわたり増加していることを前記第１のＲＳＳＩ値の
移動平均が示す場合、前記差分値を増加させることと、
　　　前記第１のＲＳＳＩ値が時間にわたり減少していることを前記第１のＲＳＳＩ値の
前記移動平均が示す場合、前記差分値を減少させることと
　をさらに備える動作を行わせる、
　モバイル局。
［Ｃ１２］
　前記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションは、前記第１のＲＳＳＩ値の平均値を備
え、前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションは、前記第２のＲＳＳＩ値の平均値を
備える、Ｃ１１に記載のモバイル局。
［Ｃ１３］
　前記差分値を動的に調整するための前記命令の実行は、前記ＳＴＡに、
　前記ＳＴＡが、所定の時間期間よりも長い間、前記第１のＡＰにアソシエートされてい
る場合、前記差分値を増加させることと、
　前記ＳＴＡが、前記所定の時間期間よりも長い間、前記第１のＡＰにアソシエートされ
ていない場合、前記差分値を減少させることと
　を行わせる、Ｃ１１に記載のモバイル局。
［Ｃ１４］
　前記差分値は、第１のモードまたは第２のモードのユーザ選択に少なくとも部分的に基
づく、Ｃ１１に記載のモバイル局。
［Ｃ１５］
　前記命令の実行は、前記ＳＴＡに、
　前記ユーザ選択が前記第１のモードである場合、前記差分値を比較的高い値に設定する
ことと、
　前記ユーザ選択が前記第２のモードである場合、前記差分値を比較的低い値に設定する
ことと
　をさらに備える動作を行わせる、Ｃ１４に記載のモバイル局。
［Ｃ１６］
　命令を含む１つまたは複数のプログラムを記憶する非一時的コンピュータ可読記憶媒体
であって、前記命令は、第１のアクセスポイント（ＡＰ）から第２のＡＰにそれのアソシ
エーションを選択的に切り替えるために、モバイル局（ＳＴＡ）によって実行されるとき
、前記ＳＴＡに、
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　前記第１のＡＰについてのいくつかの第１の受信信号インジケータ（ＲＳＳＩ）値を決
定することと、
　前記第２のＡＰについてのいくつかの第２のＲＳＳＩ値を決定することと、
　前記第１のＲＳＳＩ値のインジケーションと前記第２のＲＳＳＩ値のインジケーション
を比較することと、
　前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションが、差分値よりも大きい値ぶんだけ、前
記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションよりも大きい場合、前記第１のＡＰからディ
スアソシエートし、前記第２のＡＰにアソシエートすることと、
　前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションが、前記差分値よりも大きい値ぶんだけ
、前記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションよりも大きくはない場合、前記第１のＡ
Ｐとの前記アソシエーションを維持することと、
　前記いくつかの第１のＲＳＳＩ値に少なくとも部分的に基づいて、前記差分値を動的に
調整することと
　を行わせ、ここにおいて、前記差分値を動的に調整するための前記命令の実行は、前記
ＳＴＡに、
　　前記第１のＲＳＳＩ値が時間にわたり増加していることを前記第１のＲＳＳＩ値の移
動平均が示す場合、前記差分値を増加させることと、
　　前記第１のＲＳＳＩ値が時間にわたり減少していることを前記第１のＲＳＳＩ値の前
記移動平均が示す場合、前記差分値を減少させることと
　をさらに行わせる、
　非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ１７］
　前記第１のＲＳＳＩ値の前記インジケーションは、前記第１のＲＳＳＩ値の平均値を備
え、前記第２のＲＳＳＩ値の前記インジケーションは、前記第２のＲＳＳＩ値の平均値を
備える、Ｃ１６に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ１８］
　前記差分値を動的に調整するための前記命令の実行は、前記ＳＴＡに、
　前記ＳＴＡが、所定の時間期間よりも長い間、前記第１のＡＰにアソシエートされてい
る場合、前記差分値を増加させることと、
　前記ＳＴＡが、前記所定の時間期間よりも長い間、前記第１のＡＰにアソシエートされ
ていない場合、前記差分値を減少させることと
　を行わせる、Ｃ１６に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ１９］
　前記差分値は、第１のモードまたは第２のモードのユーザ選択に少なくとも部分的に基
づく、Ｃ１６に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ２０］
　前記命令の実行は、前記ＳＴＡに、
　前記ユーザ選択が前記第１のモードである場合、前記差分値を比較的高い値に設定する
ことと、
　前記ユーザ選択が前記第２のモードである場合、前記差分値を比較的低い値に設定する
ことと
　をさらに行わせる、Ｃ１９に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
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